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DuMA ニュースレター                                 2019年 11月 11日 

桜島と阿蘇の活動が活発です 

 桜島で１１月８日に爆発的噴火が発生し、噴煙が５５００ｍの高度に達したとの発表が鹿児島地方気象

台からなされました。この高度まで噴煙が達した事は、記録が存在する１９５５年以降では最大との事で

す。 

MBC 南日本放送では、気象台からの情報を元にこのような降灰予報を公表していますが、令和の世

では、このような情報が日本各地で報道されるようになる可能性は極めて大きいと推察されます。またそ

の下の写真は国際宇宙ステーション（ISS）から撮られた映像です。 

 

 

 すでに桜島では、山体の膨らみが大正の大噴火直前の状態にかなり近いという事も報告されていま

す。ちなみにこの時に流れ出した溶岩で桜島と大隅半島が陸続きになったのです。 

 また阿蘇も阿蘇中岳第１火口での活発な活動が続いています。現在は「灰噴火」というマグマの一部

を灰として噴き上げる噴火形態ですが、通常地下６ｋｍほどに位置すると推定されているマグマは、京都

大学の観測ではすでに地下２ｋｍほどにまで迫っていると考えられており、本格的なマグマ噴火も懸念

される状況です。 

 ただ、桜島も阿蘇も現在の規制範囲にさえ立ち入らなければ、問題ない状態ですので、観光には安

心してお出かけください。 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0


 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

東北地方海域の地下天気図® 

 １０月７日のニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグニチュ

ード７クラスの地震に特化した解析です。次に示します地下天気図は１１月７日時点の M タイプ（左側）

と L タイプ（右側）です。 

 

  岩手県の異常がほぼ消失し、関東地方北部の異常は M タイプでも L タイプでも顕著となっています。

ちなみに下に１０月３日時点の地下天気図を再掲します。 
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 地下天気図で用いている計算アルゴリズムは極めて微小な変化を可視化するもので、実際にどのよう

な地震発生の状況となっているのかを通常の地震活動評価の手法で比較してみます。 

 上の図は地震の分布図です。その中の六角形で囲んだ部分（現在静穏化が進行している領域）の中

の地震活動を表したのが下のグラフです。この期間では 2018年 7月 7日にM6.0の地震が発生してい

ます。地下天気図で用いている RTM/RTLアルゴリズムはこのような小さな変動を見やすく可視化したも

のなのです。 
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